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放射線放射線とくらしくらし放射線放射線とくらしくらし放射線放射線とくらしくらし放射線とくらし
放射線の人体に対する影響は、受けた放射線の種類や量により異なります。
放射線が人体に与える影響は、放射線の種類や量によって異なります。また、一度に大量の放射線を全身に浴びる

と、人体は害を受ける事がわかっていますが、200ミリシーベルトより低い放射線量では臨床症状が確認されてい

ません。

わたしたちは胸のエックス線集団検診で1回に0.05ミリシーベルトの放射線を受けますが、健康に影響はありません。

自然の中にある放射線を自然放射線と言います。わたしたちの身の回りには自然放射線のほかに人間が作り出した

放射線である人工放射線があります。受ける放射線の量が同じであれば自然放射線、人工放射線にかかわらず、影

響は同じです。
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とくらし ～考えよう、放射線のこと～

わたしたちは宇宙から地球上に降り注ぐ宇宙線を受けています。この宇宙線は、放射線の一種です。また、大地

からも放射線を受けています。これは、大地の中の岩石などに放射線を出す物質が含まれているため、そのよう

な岩石などからの放射線を受けるためです。

また、わたしたちが日常食べる食物からも放射線を受けています。これは、食物の中に放射線を出す物質が含ま

れているためです。具体的には、全ての食物には栄養素であるカリウムが含まれていますが、カリウムの中には、

放射性物質であるカリウム40がごくわずか含まれているため、食物を食べることにより放射線を受けています。

わたしたちが1年間に受ける放射線の中で最も割合が多いのは、呼吸によるものです。これは、大地の中に含まれ

るラドンが呼吸によりからだの中にとりこまれるためです。

このように、わたしたちは昔から放射線にかこまれて生活をしてきましたが、放射線のことをご存知でしたか？

このリーフレットでは、放射線のことをできるだけわかりやすくご紹介します。

（注1）本図中の数値は実効線量当量または実効線量で記載。
（注2）自然放射線の量については、呼吸によるラドンの効果を含めた場合の値。
出典：「原子力2008」

出典：
（財）日本原子力文化振興財団資料
国連科学委員会（UNSCEAR）2000年報告
電気事業連合会「原子力・エネルギー図面集」2008

■放射線とその影響■

■食品中の放射性物質濃度の例（ベクレル／キログラム）■

■わたしたちが1年間に受ける自然放射線■

～考えよう、放射線のこと～
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7,000～10,000
全身被ばく
死亡

1,000
全身被ばく
悪心、嘔吐（10％の人）

6.9
胸部X線コンピュータ（1回）
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宇宙から0.39ミリシーベルト

呼吸により（主にラドン）1.26ミリシーベルト
大地から0.48ミリシーベルト

自然放射線による年間線量 2.4ミリシーベルト
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放射線の特徴は何ですか？放射線は防ぐことができるのですか？

放射能と放射性物質と放射線の違いは何ですか？

「放射線」にはアルファ線、ベータ線、ガンマ線、中性子線などいろいろな種
類があります。共通した特徴の一つは物を通り抜ける能力（透過力）を持って
いることですが、その能力は放射線の種類により異なります。アルファ線や
ベータ線は透過力は弱く、薄い紙やアルミ板で、ガンマ線や中性子線は厚い
鋼鉄、コンクリート、水などで防ぐことができます。
放射線を出す能力が「放射能」です。放射能を持っている物質を「放射性物質」
といいます。
また、放射能は「ベクレル」、放射線は「グレイ」と「シーベルト」という単位で
測ります。

放射線はわたしたちの暮らしに役立つのですか？

放射線には、透過力（とうかりょく）のほかに物質を変質させる能力などがあり

ます。

わたしたちは放射線のこのような性質を上手に活用して、

生活に役立たせています。

原子力発電所などの原子力施設から出る放射線の人体への悪影響は無いので

すか？

原子力施設から受ける放射線の量は、極めて少ない量であるため、人体に悪

影響を与えることはありません。

なぜ原子力発電所などの原子力施設から出る放射線の量は、

自然放射線の量よりも少ないのですか？

原子力施設から受ける放射線の量は、自然放射線よりも極めて少ない量で
す。それは、原子力施設が放射性物質を閉じ込める構造になっていて、放
射性物質が原子力施設の外部へ大量に出ることがなく、また、放射性物質
を放出する場合は、放射性物質の量をできるだけ少なくしているからです。

原子力発電所の構造
日本の原子力施設の設計・建設に当たっては、放射性物質の放出から周囲の人々を守ること

が基本的条件とされており、原子力施設の構造は、事故が起きた場合でも周辺環境への大量

の放射性物質の放出に至らない構造となっています。

第1の壁 

第2の壁 

第3の壁 

原子炉圧力容器 
（鋼鉄製容器） 

原子炉格納容器 
（鋼鉄製容器） 

厚さ 
約4cm 

第4の壁 

厚さ 
約15cm 

第5の壁 

原子炉建屋 
（鉄筋コンクリート） 

厚さ 
約1m 

ペレット 
ウラン燃料を 
焼き固めた物 

約4m 

放射性物質を 
閉じこめる5つの壁 

被覆管 
合金製の 
細長い筒 

放射線の単位を雨に例えてみると

空から単位時間に降る雨粒の数がベクレル
人に当たってぬらした水の量がグレイ
当たった影響がシーベルトになります。
このため、人に当たってぬらした水の量（グレイ）が同じでも、

小雨より大雨のほうが痛く感じるように、

人に与える影響（シーベルト）が異なります。

放射線も、人に当たってぬらした量（グレイ）が同じでも、

放射線の種類（アルファ線、ベータ線、ガンマ線、中性子線）

や受けた人の体の部位が違えば、

身体に与える影響（シーベルト）は異なります。

3種類の単位はこのような関係です。

日本の原子力施設から受ける放射線の量
日本の原子力発電所から放出される放射性物質から受ける放射線の量（施設周辺の公衆の受け

る放射線の量）は平成19年度で0.001ミリシーベルト未満＊です。また、青森県六ヶ所村の再

処理工場の場合は、放出される放射性物質から受ける放射線の量は、年間で約0.022ミリシー

ベルト＊＊と評価されています。

わたしたちは、日常の生活をしながら、宇宙から、大地から、食べ物から、また、呼吸によっ

て空気から、自然放射線を受けています。その量は地域により差がありますが年間1～10ミリ

シーベルトの範囲で、世界平均では年間で約2.4ミリシーベルトです。原子力施設から受ける

放射線の量は、自然界から受ける放射線の量と比べ大変少なく、また、自然放射線の地域差

（例えば、岐阜県と神奈川県では約0.4ミリシーベルトの差があります）などと比較しても非常

に少ない量です。

放射線はわたしたちの日常生活の中で用いられています。
具体的には、アルファ線は煙探知機（火災報知器）等に、ベータ線は夜光塗料として時計の文字盤

等に、ガンマ線は注射器等医療用器具の滅菌やガン治療、ジャガイモの発芽抑制、害虫ウリミバ

エの撲滅に、また、エックス線はレントゲン撮影等に用いられています。このほかにも、陽子線や

重粒子線は粒子線がん治療に、電子線はラジアルタイヤやフロッピーディスクの製作等に、また、

イオンビームはカーネーションの新品種生産等に用いられています。

放射性物質の放出と放射線の量の測定
原子力発電所や再処理工場等の原子力施設では、運転に伴い放射性物質を含む廃棄物（放射

性廃棄物と呼びます）が発生します。放射性廃棄物のうち、気体・液体の廃棄物については、

最新の技術や設備を用いて、放出する放射性物質の量を可能な限り少なくし、さらに安全を

確認した上で、大気や海中などへ放出しています。

原子力施設周辺の放射線の量は、原子力事業者はもとより原子力施設のある地域の地方自治

体が24時間体制で監視・測定し、異常が無いことを確認しており、その測定結果は誰でも

役場などで見ることができるようになっています。

■原子力発電所の構造■

■自然界と原子力施設から受ける放射線の量比較■
ベクレル

（空から単位時間に降る雨粒の数）

グレイ
（人に当たってぬらした水の量）

シーベルト
（当たった影響）

●粒子線（重粒子線や陽子線）による
がん治療

今までの放射線治療と違って粒子線は正常
な細胞を傷つけず、がん細胞のみをねらい
撃ちすることができます。

●環境を守る放射線
火力発電所やゴミ焼却炉から出る排煙に放射線
を利用し、大気汚染物質を除去します。また排
水や汚泥に放射線を利用して有害物質を分解・
殺菌する技術の開発も進められています。

放射線の最新利用
出典：
＊　　平成20年6月第45回原子力安全委員会資料第1号
＊＊　平成13年度第20回原子力安全委員会資料第6－1号　なお、この値は日本原燃（株）が算定し原子力安全委員会から妥当と確認

された値です。日本原燃（株）再処理工場は、現在試運転中のため実績値はありません。
＊＊＊原子力安全研究協会　平成4年8月「生活環境放射線（国民線量の算定）」

花
放射線による品種改良によ
って、今までなかった色や
形の花が作れます。

ボタン型アルカリ電池
カメラや電卓、時計に使われ
る電池の膜を放射線で強化し

て寿命を延ばします。

フロッピーディスク
フロッピーディスクの製造
工程で電子線を照射すると
プラスチックに塗られた鉄
粉が固まり、表面を滑らか
にし、磨耗を防ぎます。

ばんそうこうやしょう油パック
ばんそうこうや目薬の容器、お弁当のしょう油
パックなどを放射線で滅菌します。

ジャガイモ
ガンマ線の照射によりその発芽を防ぎ、保存性を高めます。照
射によってジャガイモが放射能を持つことはありません。

ラジアルタイヤ
電子線照射でゴム分子同士を橋かけすることにより、ゴムの流動性
を抑えて硬化させ、加工性を格段に向上させることができます。

電化製品のコード
テレビやパソコンなどのゴムや
プラスチックのコードは放射線
で耐熱性を高めます。

ガラス
ガラスの花びんや宝石などに
放射線をあてて色づけします。

ベクレル Bq 放射性物質が放射線を出す能力を表す単位

グレイ Gy
放射線のエネルギーがどれだけ物質に吸収され

たかを表す単位

シーベルト Sv
受けた放射線の量を表す単位
体への影響の度合いを測る物差しとして用いる

日常生活で受けている自然放射線量 年間約2.4ミリシーベルト（世界平均）

日常生活で受けている自然放射線量 年間約1.48ミリシーベルト＊＊＊（日本）

自然放射線の地域差（岐阜県と神奈川県） 年間約0.4ミリシーベルト

日本の原子力発電所から放出される放射性
物質から受ける放射線の量

年間約0.001ミリシーベルト未満＊（実績）

青森県六ヶ所村日本原燃（株）再処理工場周辺から
放出される放射性物質から受ける放射線の量

年間約0.022ミリシーベルト＊＊（評価）

ほぼ実物大
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放射線の特徴は何ですか？放射線は防ぐことができるのですか？

放射能と放射性物質と放射線の違いは何ですか？

「放射線」にはアルファ線、ベータ線、ガンマ線、中性子線などいろいろな種
類があります。共通した特徴の一つは物を通り抜ける能力（透過力）を持って
いることですが、その能力は放射線の種類により異なります。アルファ線や
ベータ線は透過力は弱く、薄い紙やアルミ板で、ガンマ線や中性子線は厚い
鋼鉄、コンクリート、水などで防ぐことができます。
放射線を出す能力が「放射能」です。放射能を持っている物質を「放射性物質」
といいます。
また、放射能は「ベクレル」、放射線は「グレイ」と「シーベルト」という単位で
測ります。

放射線はわたしたちの暮らしに役立つのですか？

放射線には、透過力（とうかりょく）のほかに物質を変質させる能力などがあり

ます。

わたしたちは放射線のこのような性質を上手に活用して、

生活に役立たせています。

原子力発電所などの原子力施設から出る放射線の人体への悪影響は無いので

すか？

原子力施設から受ける放射線の量は、極めて少ない量であるため、人体に悪

影響を与えることはありません。

なぜ原子力発電所などの原子力施設から出る放射線の量は、

自然放射線の量よりも少ないのですか？

原子力施設から受ける放射線の量は、自然放射線よりも極めて少ない量で
す。それは、原子力施設が放射性物質を閉じ込める構造になっていて、放
射性物質が原子力施設の外部へ大量に出ることがなく、また、放射性物質
を放出する場合は、放射性物質の量をできるだけ少なくしているからです。

原子力発電所の構造
日本の原子力施設の設計・建設に当たっては、放射性物質の放出から周囲の人々を守ること

が基本的条件とされており、原子力施設の構造は、事故が起きた場合でも周辺環境への大量

の放射性物質の放出に至らない構造となっています。
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（鉄筋コンクリート） 
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ペレット 
ウラン燃料を 
焼き固めた物 

約4m 

放射性物質を 
閉じこめる5つの壁 

被覆管 
合金製の 
細長い筒 

放射線の単位を雨に例えてみると

空から単位時間に降る雨粒の数がベクレル
人に当たってぬらした水の量がグレイ
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このため、人に当たってぬらした水の量（グレイ）が同じでも、
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放射線も、人に当たってぬらした量（グレイ）が同じでも、

放射線の種類（アルファ線、ベータ線、ガンマ線、中性子線）

や受けた人の体の部位が違えば、

身体に与える影響（シーベルト）は異なります。

3種類の単位はこのような関係です。
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具体的には、アルファ線は煙探知機（火災報知器）等に、ベータ線は夜光塗料として時計の文字盤

等に、ガンマ線は注射器等医療用器具の滅菌やガン治療、ジャガイモの発芽抑制、害虫ウリミバ

エの撲滅に、また、エックス線はレントゲン撮影等に用いられています。このほかにも、陽子線や

重粒子線は粒子線がん治療に、電子線はラジアルタイヤやフロッピーディスクの製作等に、また、
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確認した上で、大気や海中などへ放出しています。
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体が24時間体制で監視・測定し、異常が無いことを確認しており、その測定結果は誰でも
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今までの放射線治療と違って粒子線は正常
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火力発電所やゴミ焼却炉から出る排煙に放射線
を利用し、大気汚染物質を除去します。また排
水や汚泥に放射線を利用して有害物質を分解・
殺菌する技術の開発も進められています。
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された値です。日本原燃（株）再処理工場は、現在試運転中のため実績値はありません。
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ボタン型アルカリ電池
カメラや電卓、時計に使われ
る電池の膜を放射線で強化し
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粉が固まり、表面を滑らか
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ばんそうこうや目薬の容器、お弁当のしょう油
パックなどを放射線で滅菌します。

ジャガイモ
ガンマ線の照射によりその発芽を防ぎ、保存性を高めます。照
射によってジャガイモが放射能を持つことはありません。

ラジアルタイヤ
電子線照射でゴム分子同士を橋かけすることにより、ゴムの流動性
を抑えて硬化させ、加工性を格段に向上させることができます。
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で耐熱性を高めます。
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生活に役立たせています。
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すか？
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日本の原子力発電所から放出される放射性物質から受ける放射線の量（施設周辺の公衆の受け

る放射線の量）は平成19年度で0.001ミリシーベルト未満＊です。また、青森県六ヶ所村の再

処理工場の場合は、放出される放射性物質から受ける放射線の量は、年間で約0.022ミリシー

ベルト＊＊と評価されています。

わたしたちは、日常の生活をしながら、宇宙から、大地から、食べ物から、また、呼吸によっ

て空気から、自然放射線を受けています。その量は地域により差がありますが年間1～10ミリ

シーベルトの範囲で、世界平均では年間で約2.4ミリシーベルトです。原子力施設から受ける

放射線の量は、自然界から受ける放射線の量と比べ大変少なく、また、自然放射線の地域差

（例えば、岐阜県と神奈川県では約0.4ミリシーベルトの差があります）などと比較しても非常

に少ない量です。

放射線はわたしたちの日常生活の中で用いられています。
具体的には、アルファ線は煙探知機（火災報知器）等に、ベータ線は夜光塗料として時計の文字盤

等に、ガンマ線は注射器等医療用器具の滅菌やガン治療、ジャガイモの発芽抑制、害虫ウリミバ

エの撲滅に、また、エックス線はレントゲン撮影等に用いられています。このほかにも、陽子線や

重粒子線は粒子線がん治療に、電子線はラジアルタイヤやフロッピーディスクの製作等に、また、

イオンビームはカーネーションの新品種生産等に用いられています。

放射性物質の放出と放射線の量の測定
原子力発電所や再処理工場等の原子力施設では、運転に伴い放射性物質を含む廃棄物（放射

性廃棄物と呼びます）が発生します。放射性廃棄物のうち、気体・液体の廃棄物については、

最新の技術や設備を用いて、放出する放射性物質の量を可能な限り少なくし、さらに安全を

確認した上で、大気や海中などへ放出しています。

原子力施設周辺の放射線の量は、原子力事業者はもとより原子力施設のある地域の地方自治

体が24時間体制で監視・測定し、異常が無いことを確認しており、その測定結果は誰でも

役場などで見ることができるようになっています。

■原子力発電所の構造■

■自然界と原子力施設から受ける放射線の量比較■
ベクレル

（空から単位時間に降る雨粒の数）

グレイ
（人に当たってぬらした水の量）

シーベルト
（当たった影響）

●粒子線（重粒子線や陽子線）による
がん治療

今までの放射線治療と違って粒子線は正常
な細胞を傷つけず、がん細胞のみをねらい
撃ちすることができます。

●環境を守る放射線
火力発電所やゴミ焼却炉から出る排煙に放射線
を利用し、大気汚染物質を除去します。また排
水や汚泥に放射線を利用して有害物質を分解・
殺菌する技術の開発も進められています。

放射線の最新利用
出典：
＊　　平成20年6月第45回原子力安全委員会資料第1号
＊＊　平成13年度第20回原子力安全委員会資料第6－1号　なお、この値は日本原燃（株）が算定し原子力安全委員会から妥当と確認

された値です。日本原燃（株）再処理工場は、現在試運転中のため実績値はありません。
＊＊＊原子力安全研究協会　平成4年8月「生活環境放射線（国民線量の算定）」

花
放射線による品種改良によ
って、今までなかった色や
形の花が作れます。

ボタン型アルカリ電池
カメラや電卓、時計に使われ
る電池の膜を放射線で強化し

て寿命を延ばします。

フロッピーディスク
フロッピーディスクの製造
工程で電子線を照射すると
プラスチックに塗られた鉄
粉が固まり、表面を滑らか
にし、磨耗を防ぎます。

ばんそうこうやしょう油パック
ばんそうこうや目薬の容器、お弁当のしょう油
パックなどを放射線で滅菌します。

ジャガイモ
ガンマ線の照射によりその発芽を防ぎ、保存性を高めます。照
射によってジャガイモが放射能を持つことはありません。

ラジアルタイヤ
電子線照射でゴム分子同士を橋かけすることにより、ゴムの流動性
を抑えて硬化させ、加工性を格段に向上させることができます。

電化製品のコード
テレビやパソコンなどのゴムや
プラスチックのコードは放射線
で耐熱性を高めます。

ガラス
ガラスの花びんや宝石などに
放射線をあてて色づけします。

ベクレル Bq 放射性物質が放射線を出す能力を表す単位

グレイ Gy
放射線のエネルギーがどれだけ物質に吸収され

たかを表す単位

シーベルト Sv
受けた放射線の量を表す単位
体への影響の度合いを測る物差しとして用いる

日常生活で受けている自然放射線量 年間約2.4ミリシーベルト（世界平均）

日常生活で受けている自然放射線量 年間約1.48ミリシーベルト＊＊＊（日本）

自然放射線の地域差（岐阜県と神奈川県） 年間約0.4ミリシーベルト

日本の原子力発電所から放出される放射性
物質から受ける放射線の量

年間約0.001ミリシーベルト未満＊（実績）

青森県六ヶ所村日本原燃（株）再処理工場周辺から
放出される放射性物質から受ける放射線の量

年間約0.022ミリシーベルト＊＊（評価）
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放射線の特徴は何ですか？放射線は防ぐことができるのですか？

放射能と放射性物質と放射線の違いは何ですか？

「放射線」にはアルファ線、ベータ線、ガンマ線、中性子線などいろいろな種
類があります。共通した特徴の一つは物を通り抜ける能力（透過力）を持って
いることですが、その能力は放射線の種類により異なります。アルファ線や
ベータ線は透過力は弱く、薄い紙やアルミ板で、ガンマ線や中性子線は厚い
鋼鉄、コンクリート、水などで防ぐことができます。
放射線を出す能力が「放射能」です。放射能を持っている物質を「放射性物質」
といいます。
また、放射能は「ベクレル」、放射線は「グレイ」と「シーベルト」という単位で
測ります。

放射線はわたしたちの暮らしに役立つのですか？

放射線には、透過力（とうかりょく）のほかに物質を変質させる能力などがあり

ます。

わたしたちは放射線のこのような性質を上手に活用して、

生活に役立たせています。

原子力発電所などの原子力施設から出る放射線の人体への悪影響は無いので

すか？

原子力施設から受ける放射線の量は、極めて少ない量であるため、人体に悪

影響を与えることはありません。

なぜ原子力発電所などの原子力施設から出る放射線の量は、

自然放射線の量よりも少ないのですか？

原子力施設から受ける放射線の量は、自然放射線よりも極めて少ない量で
す。それは、原子力施設が放射性物質を閉じ込める構造になっていて、放
射性物質が原子力施設の外部へ大量に出ることがなく、また、放射性物質
を放出する場合は、放射性物質の量をできるだけ少なくしているからです。

原子力発電所の構造
日本の原子力施設の設計・建設に当たっては、放射性物質の放出から周囲の人々を守ること

が基本的条件とされており、原子力施設の構造は、事故が起きた場合でも周辺環境への大量

の放射性物質の放出に至らない構造となっています。
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放射線の単位を雨に例えてみると

空から単位時間に降る雨粒の数がベクレル
人に当たってぬらした水の量がグレイ
当たった影響がシーベルトになります。
このため、人に当たってぬらした水の量（グレイ）が同じでも、

小雨より大雨のほうが痛く感じるように、

人に与える影響（シーベルト）が異なります。

放射線も、人に当たってぬらした量（グレイ）が同じでも、

放射線の種類（アルファ線、ベータ線、ガンマ線、中性子線）

や受けた人の体の部位が違えば、

身体に与える影響（シーベルト）は異なります。

3種類の単位はこのような関係です。

日本の原子力施設から受ける放射線の量
日本の原子力発電所から放出される放射性物質から受ける放射線の量（施設周辺の公衆の受け

る放射線の量）は平成19年度で0.001ミリシーベルト未満＊です。また、青森県六ヶ所村の再

処理工場の場合は、放出される放射性物質から受ける放射線の量は、年間で約0.022ミリシー

ベルト＊＊と評価されています。

わたしたちは、日常の生活をしながら、宇宙から、大地から、食べ物から、また、呼吸によっ

て空気から、自然放射線を受けています。その量は地域により差がありますが年間1～10ミリ

シーベルトの範囲で、世界平均では年間で約2.4ミリシーベルトです。原子力施設から受ける

放射線の量は、自然界から受ける放射線の量と比べ大変少なく、また、自然放射線の地域差

（例えば、岐阜県と神奈川県では約0.4ミリシーベルトの差があります）などと比較しても非常

に少ない量です。

放射線はわたしたちの日常生活の中で用いられています。
具体的には、アルファ線は煙探知機（火災報知器）等に、ベータ線は夜光塗料として時計の文字盤

等に、ガンマ線は注射器等医療用器具の滅菌やガン治療、ジャガイモの発芽抑制、害虫ウリミバ

エの撲滅に、また、エックス線はレントゲン撮影等に用いられています。このほかにも、陽子線や

重粒子線は粒子線がん治療に、電子線はラジアルタイヤやフロッピーディスクの製作等に、また、

イオンビームはカーネーションの新品種生産等に用いられています。

放射性物質の放出と放射線の量の測定
原子力発電所や再処理工場等の原子力施設では、運転に伴い放射性物質を含む廃棄物（放射

性廃棄物と呼びます）が発生します。放射性廃棄物のうち、気体・液体の廃棄物については、

最新の技術や設備を用いて、放出する放射性物質の量を可能な限り少なくし、さらに安全を

確認した上で、大気や海中などへ放出しています。

原子力施設周辺の放射線の量は、原子力事業者はもとより原子力施設のある地域の地方自治

体が24時間体制で監視・測定し、異常が無いことを確認しており、その測定結果は誰でも

役場などで見ることができるようになっています。

■原子力発電所の構造■

■自然界と原子力施設から受ける放射線の量比較■
ベクレル

（空から単位時間に降る雨粒の数）

グレイ
（人に当たってぬらした水の量）

シーベルト
（当たった影響）

●粒子線（重粒子線や陽子線）による
がん治療

今までの放射線治療と違って粒子線は正常
な細胞を傷つけず、がん細胞のみをねらい
撃ちすることができます。

●環境を守る放射線
火力発電所やゴミ焼却炉から出る排煙に放射線
を利用し、大気汚染物質を除去します。また排
水や汚泥に放射線を利用して有害物質を分解・
殺菌する技術の開発も進められています。

放射線の最新利用
出典：
＊　　平成20年6月第45回原子力安全委員会資料第1号
＊＊　平成13年度第20回原子力安全委員会資料第6－1号　なお、この値は日本原燃（株）が算定し原子力安全委員会から妥当と確認

された値です。日本原燃（株）再処理工場は、現在試運転中のため実績値はありません。
＊＊＊原子力安全研究協会　平成4年8月「生活環境放射線（国民線量の算定）」
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って、今までなかった色や
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ボタン型アルカリ電池
カメラや電卓、時計に使われ
る電池の膜を放射線で強化し
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フロッピーディスク
フロッピーディスクの製造
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プラスチックに塗られた鉄
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ばんそうこうや目薬の容器、お弁当のしょう油
パックなどを放射線で滅菌します。

ジャガイモ
ガンマ線の照射によりその発芽を防ぎ、保存性を高めます。照
射によってジャガイモが放射能を持つことはありません。

ラジアルタイヤ
電子線照射でゴム分子同士を橋かけすることにより、ゴムの流動性
を抑えて硬化させ、加工性を格段に向上させることができます。

電化製品のコード
テレビやパソコンなどのゴムや
プラスチックのコードは放射線
で耐熱性を高めます。

ガラス
ガラスの花びんや宝石などに
放射線をあてて色づけします。
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放射線のエネルギーがどれだけ物質に吸収され

たかを表す単位
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受けた放射線の量を表す単位
体への影響の度合いを測る物差しとして用いる

日常生活で受けている自然放射線量 年間約2.4ミリシーベルト（世界平均）
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自然放射線の地域差（岐阜県と神奈川県） 年間約0.4ミリシーベルト

日本の原子力発電所から放出される放射性
物質から受ける放射線の量

年間約0.001ミリシーベルト未満＊（実績）

青森県六ヶ所村日本原燃（株）再処理工場周辺から
放出される放射性物質から受ける放射線の量

年間約0.022ミリシーベルト＊＊（評価）
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放射線放射線とくらしくらし放射線放射線とくらしくらし放射線放射線とくらしくらし放射線とくらし
放射線の人体に対する影響は、受けた放射線の種類や量により異なります。
放射線が人体に与える影響は、放射線の種類や量によって異なります。また、一度に大量の放射線を全身に浴びる

と、人体は害を受ける事がわかっていますが、200ミリシーベルトより低い放射線量では臨床症状が確認されてい

ません。

わたしたちは胸のエックス線集団検診で1回に0.05ミリシーベルトの放射線を受けますが、健康に影響はありません。

自然の中にある放射線を自然放射線と言います。わたしたちの身の回りには自然放射線のほかに人間が作り出した

放射線である人工放射線があります。受ける放射線の量が同じであれば自然放射線、人工放射線にかかわらず、影

響は同じです。

放
ほう

射
しゃ

線
せん

とくらし ～考えよう、放射線のこと～

わたしたちは宇宙から地球上に降り注ぐ宇宙線を受けています。この宇宙線は、放射線の一種です。また、大地

からも放射線を受けています。これは、大地の中の岩石などに放射線を出す物質が含まれているため、そのよう

な岩石などからの放射線を受けるためです。

また、わたしたちが日常食べる食物からも放射線を受けています。これは、食物の中に放射線を出す物質が含ま

れているためです。具体的には、全ての食物には栄養素であるカリウムが含まれていますが、カリウムの中には、

放射性物質であるカリウム40がごくわずか含まれているため、食物を食べることにより放射線を受けています。

わたしたちが1年間に受ける放射線の中で最も割合が多いのは、呼吸によるものです。これは、大地の中に含まれ

るラドンが呼吸によりからだの中にとりこまれるためです。

このように、わたしたちは昔から放射線にかこまれて生活をしてきましたが、放射線のことをご存知でしたか？

このリーフレットでは、放射線のことをできるだけわかりやすくご紹介します。

（注1）本図中の数値は実効線量当量または実効線量で記載。
（注2）自然放射線の量については、呼吸によるラドンの効果を含めた場合の値。
出典：「原子力2008」

出典：
（財）日本原子力文化振興財団資料
国連科学委員会（UNSCEAR）2000年報告
電気事業連合会「原子力・エネルギー図面集」2008

■放射線とその影響■

■食品中の放射性物質濃度の例（ベクレル／キログラム）■

■わたしたちが1年間に受ける自然放射線■

～考えよう、放射線のこと～

サラダオイル
180

一人当たりの年間線量（世界平均）

ウィスキー
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4.8牛乳

19～63

ほうれん草
89～220

玄米 74

肉 63
わかめ 7.4～150

精白米
11～24

外部線量：体外から受ける
放射線の量。

内部線量：わたしたちが体内に摂
取した放射性物質から
受ける放射線の量。

放射線の量
（ミリシーベルト）

500
全身被ばく
末梢血中のリンパ球の減少 200

全身被ばく
これより低い線量では
臨床症状が
確認されていません

10
ブラジル
ガラパリでの自然放射線（年間）

2.4
（世界平均）
1人当たりの自然放射線（年間）

岐阜←→神奈川

0.4
国内自然放射線の差（年間）
（県別平均値の差の最大）

0.2
東京～ニューヨーク
航空機旅行（往復）
（高度による宇宙線の増加）

7,000～10,000
全身被ばく
死亡

1,000
全身被ばく
悪心、嘔吐（10％の人）

6.9
胸部X線コンピュータ（1回）
断層撮影検査（CTスキャン）

1.0
一般公衆の線量限度
（年間）（医療は除く）
0.6
胃のX線集団検診（1回）

0.05
胸のX線集団検診（1回）

0.05
原子力発電所（軽水炉）
周辺の線量目標値（年間）
（実際ではこの目標値を
大幅に下回っています）

10,000

1,000

100

10

1

0.1

0.01

自然放射線 人工放射線

0.022
再処理施設からの
放出により施設周辺で
受ける放射線の量（年間）

空気中の
ラドンから
1.26

宇宙から
0.39

食物から
0.29

大地から
0.48

食物などから0.29ミリシーベルト

宇宙から0.39ミリシーベルト

呼吸により（主にラドン）1.26ミリシーベルト
大地から0.48ミリシーベルト

自然放射線による年間線量 2.4ミリシーベルト
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